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レポートの提出方法・提出期限
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事務室に提出して下さい．

課題

問A・Bの両方に答えて下さい．

問A

標準形とは，β簡約がこれ以上適用できない形をいう．

1. (c3 (λx.x x) y) の標準形を計算せよ．

2. (c2 (λx.x x) s) の標準形を計算せよ．

3. 異なる自然数の表現を考える．0 は λx.xで，n + 1は pair f nと定める．例えば 2
は pair f (pair f (λx.x))になる．この表現に対して，if0と predを定義せよ．

4. 前問の表現に対して，足算を定義せよ．(ヒント：Yを使う)

問B

単純型付λ計算で，任意の tに対して Y(t→t)→tを定義し，以下のδ規則を加える．

Y(t→t)→tM −→ M(Y(t→t)→tM)

上記の Yを利用し，階上関数 factの型の証明を示せ．


